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中
央
社
会
保
障
推
進
協
議
会
（
中

央
社
保
協
）
は
、
一
月
十
九
日
の
運

営
委
員
会
で
、
当
面
の
行
動
を
協
議

し
、
一
月
二
十
七
日
に
健
保
改
悪
阻

止
・
福
祉
重
点
へ
の
予
算
く
み
か
え

健
保
で
大
集
会
開
こ
う

日
患
中
央
社
保
協
に
申
入
れ

要
求
中
央
集
会
を
春
闘
共
闘
と
と
も

に
ひ
ら
く
こ
と
を
き
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
二
月
行
動
に
つ
い
て
も
十

四
日
に
健
保
改
悪
反
対
等
の
国
会
謂

願
を
お
こ
な
う
。
ま
た
、
二
十
七
日

に
は
ふ
た
た
び
健
保
改
悪
阻
止
・
福

祉
重
点
へ
の
予
算
組
み
か
え
要
求
中

央
集
会
を
春
闘
共
闘
と
と
も
に
ひ
ら

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

坂上先生の講演にきき入る全腎協会員

　

中
央
社
保
協
の
こ
う
し
た
決
定
は

昨
年
未
に
ひ
ら
い
た
第
二
十
二
回
総

会
で
「
社
会
保
障
へ
の
攻
撃
を
は
ね

か
え
す
運
動
を
つ
よ
め
よ
う
、
一
月

早
々
か
ら
健
保
・
年
金
の
大
運
動
を

展
開
す
る
」
と
の
決
議
に
そ
っ
た
も

の
で
す
。

　

な
お
、
日
本
患
者
同
盟
で
は
、
さ

き
に
ひ
ら
い
た
第
二
八
四
回
常
任
幹

事
会
で
「
健
保
改
悪
反
対
の
運
動
で

二
月
下
旬
に
中
央
段
階
で
大
き
な
統

一
集
会
が
も
て
る
よ
弓
疵
評
・
社
保

協
等
関
係
団
体
に
働
き
か
け
て
い

く
」
の
確
認
に
そ
い
、
総
評
幹
事
・

中
央
社
保
協
事
務
局
の
国
崎
茂
之
氏

に
「
健
保
改
琴
と
公
費
医
療
改
悪
が

連
動
す
る
点
を
重
視
し
、
社
保
協
加

入
団
体
い
が
い
の
思
者
団
体
・
難
病

団
体
に
二
月
二
十
七
日
集
会
参
加
を

よ
び
か
け
て
ほ
し
い
」
と
、
申
入
れ

ま
し
た
。

姦
協
学
習
交
流
会

　

全
腎
協
は
十
二
月
二
日
、
三
日
の

両
日
、
東
京
・
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
学

生
ホ
テ
ル
で
第
五
回
学
習
交
流
会
に

は
二
十
四
都
府
県
か
ら
六
十
四
人
の

会
員
が
参
加
し
、
熱
心
に
学
習
と
交

流
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
国
立
公
衆
衛
生
院
の

坂
上
裕
子
先
生
の
講
演
［
腎
臓
病
患

者
と
福
祉
―
福
祉
制
度
か
ら
み
た
患

者
の
生
き
が
い
］
が
あ
り
ま
し
た
。

坂
上
先
生
は
、
医
療
ゾ
ー
ン
″
ル
ワ

ー
カ
ー
と
し
て
難
病
思
者
と
永
い
間

か
か
わ
り
を
も
っ
て
き
た
経
験
か

ら
、
社
会
資
源
の
有
効
な
活
用
と
そ

の
改
善
の
た
め
の
運
動
の
必
要
性
を

話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
全
腎
協

な
ど
患
者
団
体
が
開
い
た
全
国
患
者

・
家
族
集
会
を
高
く
評
価
し
、
今
後

の
共
同
し
た
運
動
の
必
要
性
に
も
ふ

れ
ま
し
た
。

　

夕
食
後
は
、
各
部
屋
で
患
者
会
活

動
の
苦
労
話
、
結
婚
問
題
、
社
会
復

帰
問
題
な
ど
で
夜
遅
く
ま
で
交
流
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
直
木
賞
作
家
で
あ
る

藤
原
審
爾
先
生
の
「
人
間
の
生
き
方

に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。
藤
原
先
生
は
自
身
、
結
核

を
は
じ
め
胆
の
ろ
浚
、
糖
尿
病
、
肝

硬
変
な
ど
長
期
の
療
養
体
験
か
ら
。

　

バ
ン
デ
ズ

ら
も
、
自
分
自
身
を
変
革
し
て
い
く

こ
と
の
楽
し
さ
、
そ
の
生
き
が
い
”

に
つ
い
て
話
さ
れ
、
そ
の
豊
か
な
人

生
体
験
か
ら
く
る
説
得
力
の
あ
る
話

に
、
参
加
者
の
共
感
を
集
め
て
い
ま

し
た
。

医
療
・
整
備
・
増
員
で

全
患
協
八
日
間
予
算
要
求
行
動

　

全
患
協
の
五
十
四
年
度
予
算
復
活

行
動
は
、
一
月
四
日
か
ら
一
月
士

日
ま
で
の
八
日
間
に
わ
た
っ
て
お
こ

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

要
求
の
重
点
は
、
医
療
・
看
護
の

充
実
、
施
設
整
備
、
職
員
増
員
の
三

つ
で
す
。
切
迫
し
た
状
況
の
中
で
、

交
渉
団
と
全
支
部
は
要
求
の
具
体
化

を
目
指
し
全
力
を
集
中
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
ハ
氏
病
療
養
所
の
施

設
整
備
費
が
、
前
毎
度
比
一
三
〇
％

伸
び
の
三
三
億
四
一
口
Ｕ
万
円
決
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
一
応
の
成
果
と

み
ら
れ
ま
す
が
、
し
か
し
全
患
協
の

試
算
で
は
、
当
面
百
五
十
億
余
の
整

備
賢
が
緊
急
の
必
要
額
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

次
に
重
要
課
題
と
し
て
残
っ
た
も

の
に
、
医
療
セ
ン
タ
ー
設
置
と
そ
の

充
実
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
全
患
協
で
は
全
国
十
三
の

施
設
の
う
ち
の
四
ヵ
所
に
、
医
療
セ

ン
タ
ー
設
置
を
要
求
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
の
一
つ
は
里
ｙ
多
摩
全
生
園

で
す
が
、
病
棟
は
五
十
＝
琢
で
認
め

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
五
十
四
年

度
で
要
求
し
た
セ
ー
ン
タ
ー
要
員
は
、

看
護
婦
、
検
査
技
師
が
若
干
つ
い
た

に
止
ま
り
ま
し
た
。
肝
心
要
の
医
師

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
。
仏

作
っ
て
魂
入
れ
ず
”
病
棟
が
完
成
し

て
も
開
棟
で
き
る
か
ど
ろ
ぶ
危
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

又
、
同
時
に
要
求
し
た
九
州
ブ
ロ

ｙ
ク
の
医
療
セ
ン
タ
ー
（
熊
本
菊
地

恵
楓
園
）
も
見
送
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
限
ら
れ
た
医
療
環
境
の
中
で
、

各
施
設
の
医
療
危
機
を
カ
バ
ー
し
、

安
心
で
き
る
医
療
を
求
め
て
、
セ
ン

タ
ー
構
想
は
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
生

命
と
健
康
を
守
る
ぎ
り
ぎ
り
の
要
求

で
す
。

　

だ
が
、
政
府
の
福
祉
見
直
し
の
影

響
は
大
き
く
、
こ
の
よ
’
昇
藤
望
さ

え
押
刄
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

全
患
協
は
行
動
後
の
総
括
で
、
態

勢
強
化
の
討
議
を
お
こ
な
い
要
求
実

現
に
向
か
っ
て
、
運
動
を
さ
ら
に
前

進
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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健
保
で
厚
生
大
臣
に
申
入
れ

全
国
患
者
・
家
族
集
会
実
行
委
員
会
は
国
会
請
願
運
動
も
決
議

　

一
月
二
十
九
日
、
全
国
患
者
・
家

族
集
会
実
行
委
員
会
の
伊
藤
代
表
幹

事
他
四
名
は
、
厚
生
省
を
訪
れ
、
今

国
会
で
審
議
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
「
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
案
｀
一

に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
研
一
十
八

日
の
実
行
委
員
会
決
議
を
持
参
し
特

段
の
配
慮
を
厚
生
大
臣
な
ど
に
要
請

し
ま
し
た
。

　

要
請
し
た
決
議
（
要
的
）
の
内
容

は
、
が
っ
て
の
高
度
経
済
成
長
は
、

難
病
・
公
害
病
・
薬
害
な
ど
の
患
者

を
増
加
さ
せ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
医
療
費
の
増
加
を
ま
ね
き
、
保

険
制
度
を
赤
字
に
し
ま
し
た
。

　

患
者
の
増
加
と
医
療
費
増
加
の
責

任
は
患
者
が
せ
お
う
べ
き
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
い
ま
の
患
者

は
、
か
つ
て
な
い
生
命
の
危
険
と
と

な
け
合
せ
に
あ
り
、
差
額
ぺ
ｙ
ド
代

や
付
添
看
護
料
、
通
院
費
、
血
液
集

め
な
ど
の
経
済
的
負
担
も
さ
る
事
な

が
ら
、
何
よ
ク
鋭
気
を
治
す
事
が

ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
患
者
は
、
健
康
保
険
の

『
改
正
』
案
を
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

　

厚
生
大
臣
な
ら
び
に
各
局
長
の
御

へ心
へ

理
解
と
特
別
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

要
請
し
た
要
求
は
、
①
医
療
保
険

の
療
養
給
付
は
本
人
・
家
原
と
も
十

割
に
、
な
お
、
薬
代
二
分
の
一
、
入

院
時
負
振
子
円
な
ど
を
内
寮
こ
す
る

健
康
保
険
法
の
改
正
は
し
な
い
で
下

さ
い
、
②
各
種
公
費
医
療
も
健
保
改

正
に
連
動
し
て
改
悪
し
な
い
で
下
さ

い
、
③
差
額
、
付
添
、
移
送
費
、
血

液
集
め
の
改
善
、
⑤
人
工
肛
門
な
ど

造
設
者
の
臓
器
（
器
具
な
ど
）
を
保

険
と
公
費
で
給
付
す
る
よ
う
改
善
し

て
下
さ
い
。
一
月
二
十
八
日
、
全
国

思
者
・
家
族
簒
藻
行
壱
貝
会
（
五

二
団
体
）

　

こ
の
要
請
書
は
、
厚
生
大
臣
、
保

　

―
！
Ｉ
ｌ
ｉ
‐
Ｉ
ｊ
ｊ
ｉ
Ｊ
ｓ
｜
ｊ

険
局
長
ヽ
医
務
局
長
公
衆
衛
生
局
一

長
、
児
童
家
庭
局
長
、
難
病
対
策
恚

長
に
渡
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
国
会
請
願
署
名
運
動
を
集

め
る
事
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

全
患
連

　

薬
害
救
済
で
申
入
れ

　

全
思
連
は
、
二
月
七
日
の
幹
事
会

で
、
薬
害
被
害
救
済
に
つ
い
て
の
要

求
の
厚
生
省
要
請
を
き
め
、
十
日
に

薬
務
局
に
申
し
入
れ
ま
し
た
。
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患者運動

　　

勁草書房刊

定価1,200円〒160円
長

　　

宏

　

著

世界でもめずらしい、といわれる｢患者運動｣
か、なぜ日本だけに発生したのか。
人権意識をもって立ち上った患者運動の現状
と課題を明らかにしています。必読の書。

お申込み現金(切手も可)でお申込み下さい。

全国患者団体連絡協議会東京都隋瀬市松山2-13-12
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ご
購
読
の
お
ね
が
い

　
　
　

本
誌
は
、
全
国
患
者
団
体
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

連
絡
協
議
会
（
略
称
・
全
患
申
込
先
〒
一
八
〇
―
○
四

　
　

連
）
の
機
関
誌
で
す
。

　
　
　

東
京
都
清
瀬
市
松
山

　
　
　

読
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
患

　
　

ニ
ー
一
三
－
一
二
本

　
　

者
や
家
族
、
一
般
の
方
々
に

　
　

誌
編
集
委
員
会
ま
で

　
　

ぜ
ひ
購
読
を
お
す
す
め
く
だ
購
読
型
１
月
六
六
〇
円

Ξ
‘
ニ
＝
’
一
＝
ｊ
一
’
‘
＝
一
一
一
１
一
Ｊ
’
一
＝
‘
・
一
＝
一
一
】
一
Ξ
＝
。
一
＝
Ξ
＝
・
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一
１
一
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一
一
一
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一
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三
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障
害
年
金
改
正
を
す
す
め
る
会

全
国
で
受
給
・
改
正
運
動
を
準
備

　

障
害
年
金
改
正
を
す
す
め
る
会
は

二
月
十
七
日
に
役
員
会
を
開
き
、
第

二
回
目
の
改
正
要
求
案
を
討
議
す
る

予
定
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
す
す
め
る
会
は
、
年
金
に

つ
い
て
の
要
求
を
広
い
層
か
ら
だ
さ

れ
る
事
を
希
望
し
て
い
ま
す
。
で
き

る
だ
け
多
く
の
方
か
ら
の
お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

役
員
会
は
、
改
正
運
動
と
合
せ
て

五
四
団
体
で
は
い
っ
せ
い
に
全
国

で
、
年
金
の
受
給
（
申
請
）
運
動
を

お
こ
す
準
備
も
し
て
お
り
ま
す
。
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案算予府政

曾根田事務次官(左)に要請する長(おさ)代表幹事

など全患連、全難連代表

　

六
日
に
は
、
全
悪
連
（
七
団
体
・

五
十
三
名
）
、
全
難
連
（
八
団
体
・

十
五
名
）
が
参
加
し
、
厚
生
省
玄
関

ロ
ビ
ー
に
於
い
て
予
算
要
求
決
起
集

会
を
行
い
ま
し
た
。

厚生省

健
保
改
悪
で
医
療
圧
縮

年
金
四
％
ス
ラ
イ
ド

　

一
月
十
一
日
、
五
十
四
年
度
の
政
府
予
算
案
（
三
八
兆
六
（
‥
Ｍ
）
一
億
円
）
が
声
忌
呑
ま
レ
た
。
一
七
兆
印
江

い
借
金
を
か
か
え
た
来
年
度
予
算
案
は
、
公
立
斡
金
値
上
げ
、
増
税
、
福
祉
切
り
下
げ
の
内
容
卓
ハ
資
本
優
遇

の
公
共
事
業
へ
の
大
幅
（
二
二
・
五
鈴
余
）
な
予
算
増
額
の
内
容
に
よ
っ
て
、
生
活
ば
な
れ
と
破
乱
ぶ
く
み
の

性
格
を
強
め
て
い
ま
す
。
厚
生
省
予
算
案
は
、
福
祉
切
り
下
げ
四
年
目
と
し
て
。
健
康
保
険
の
改
泰
阜
Ｉ
目
標

に
し
て
、
七
兆
五
五
四
〇
億
円
（
前
年
比
一
二
・
六
％
増
）
で
、
昭
和
三
十
三
年
度
以
来
二
十
年
ぶ
ａ
の
低
い

水
準
に
お
さ
え
こ
み
ま
し
た
。
ま
た
、
労
働
省
予
算
案
も
一
二
・
二
％
増
の
三
兆
一
、
五
二
二
億
円
と
い
う
低

い
水
準
の
予
算
案
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
省
ロ
ビ
ー
は
、
全
患
連
の
横
づ
い
て
、
上
田
（
全
腎
協
）
、
笠
原

幕
（
国
民
医
療
と
生
活
を
守
る
福
祉
（
心
臓
病
）
、
佐
々
木
（
日
患
）
、

予
算
を
）
が
は
ら
れ
、
日
患
代
表
は
富
田
（
膠
原
病
）
、
辻
川
（
全
交
災
）

要
求
を
書
い
た
タ
レ
幕
を
な
ら
べ
て
の
各
団
体
か
ら
、
大
蔵
省
の
予
算
内

の
厳
し
い
愚
者
や
家
族
の
実
態
を
反

映
し
て
い
ま
し
た
。

　

ロ
ビ
ー
の
半
分
を
う
め
た
集
会
で

は
、
全
愚
連
の
長
（
お
さ
）
代
表
幹

事
な
ら
び
に
全
難
連
の
岩
下
代
表
委

員
が
主
催
者
を
代
表
し
て
、
懲
響

決
意
表
明
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
つ

全
患
連
の
要
求

　

全
思
連
の
予
算
要
求
項
目
は
、
第

四
回
大
会
で
決
議
さ
れ
た
①
医
療
の

供
給
は
思
者
本
位
に
改
善
（
救
急
思

者
の
登
録
制
度
化
と
受
入
れ
体
制
の

確
立
、
人
工
臓
腿
心
設
ご
の
看
護
業

務
化
）
、
②
健
保
改
悪
反
対
医
療
保

険
、
公
費
医
療
の
拡
充
、
差
額
徴
収

の
解
消
、
③
薬
害
の
防
止
と
被
害
者

の
救
済
制
度
化
、
④
生
活
の
保
障

　

（
生
保
、
年
金
な
ど
）
、
⑤
障
害
者

雇
用
の
拡
大
、
⑥
職
業
病
の
総
合
補

償
制
度
の
確
立
…
を
具
体
化
し
て
も

ち
込
み
ま
し
た
。

示
の
中
身
に
対
す
る
憤
り
を
こ
め
た

決
意
表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
思
連
代
表
十
五
名
は
、
厚
生
大

臣
へ
の
‘
申
入
れ
、
曽
根
田
事
務
次
官
、

田
中
公
衆
衛
生
局
長
、
竹
内
児
童
家

庭
局
長
、
小
暮
年
金
局
長
に
面
会

　

（
医
務
局
長
、
社
会
局
長
、
保
険
局

長
、
薬
務
局
長
は
書
記
官
を
通
じ
）

し
接
渉
を
行
い
ま
し
た
。

　

七
日
に
は
、
全
患
連
独
自
で
八
名

の
代
表
が
労
働
省
を
訪
れ
、
職
業
安

定
局
（
業
務
指
導
課
課
長
）
、
労
働

基
準
局
（
管
理
課
長
）
に
面
会
し
て

要
求
の
予
算
化
を
要
請
し
て
ま
わ
り

ま
し
た
。

健
保
の
改
悪

厚
生
省
は
健
康
保
険
の
改
悪
案
を

麦

更
生
・
育
成
医
療

　

公
資
医
療
の
一
つ
で
あ
る
障
害
者

の
更
生
医
療
費
並
び
に
補
装
具
費
は

五
三
協
二
千
六
百
万
円
を
計
上
し
、

新
し
く
電
動
車
い
す
を
補
装
具
と
し

て
み
と
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
①
育
成
医
療
費
は
、
一
億

六
千
九
白
万
円
、
②
補
装
具
給
付
費

六
億
二
千
白
万
円
で
新
し
く
電
動
車

い
す
を
補
装
具
と
し
て
み
と
め
る
、

ぼ
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
一
級
障
害

で
二
万
七
千
円
、
二
級
一
万
八
千
円

に
引
上
げ
る
予
定
で
す
。

国
会
で
承
認
を
得
よ
ろ
と
し
て
い
ま

　

老
人
保
健
医
療

す
が
、
予
算
案
で
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
内
容
に
し
て
い
ま
す
。

　

①
医
療
給
付
本
人
・
家
族
と
も

平
均
八
割
三
分
と
す
る
。

　

②
思
者
負
担
初
診
料
は
本
人
‘

家
原
Ｅ
旱
丙
に
す
る
、
薬
代
の
二

分
の
一
と
す
る
、
入
院
時
一
日
分
千

円
と
す
る
。

　

③
高
額
療
養
費
患
者
負
担
の
限

度
額
を
本
人
・
家
族
と
も
二
万
円
と

し
、
低
所
得
者
は
一
万
円
負
担
二

ヵ
月
分
）
と
す
る
。

　

④
保
険
料
の
引
上
げ
、
四
九
年
度

以
来
の
赤
字
（
五
、
三
二
四
億
円
）

を
二
年
間
で
解
消
す
る
と
な
っ
て
い

　

老
人
健
診
費
一
一
億
五
千
九
百
万

円
で
一
般
診
査
二
百
二
十
万
人
、
精

密
診
査
二
十
八
万
人
を
計
上
し
、
機

能
訓
練
費
（
在
宅
）
二
億
二
千
七
百

万
円
を
計
上
し
、
老
人
医
療
費
（
公

費
）
二
六
九
一
億
円
を
計
上
し
、
所

得
制
限
は
、
本
人
（
二
人
世
帯
）
で

二
〇
八
万
円
に
し
、
扶
養
義
務
者
分

は
据
置
い
て
い
ま
す
。

「
難
病
」
対
策

特
定
疾
患
対
策
に
つ
い
て
は
、
研

　
　
　

（
五
ペ
ー
ジ
下
に
つ
づ
く
）
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労働省

雇
用
対
策
チ
ョ
ッ
ピ
リ

　
　

労
災
給
付
改
善
見
送
り

　

労
働
省
予
算
の
特
徴
は
、
い
ま
国
民
の
最
大
課
題
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
雇
用
の
改
善
で
す
が
、
百
十
万

人
を
超
え
る
失
業
者
の
就
職
促
進
は
若
干
の
予
算
対
策
が
あ
ひ
ま
す
が
、
各
界
の
予
犀
芙
業
は
ふ
え
る
ｙ
見

う
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
障
害
者
の
雇
用
対
策
で
は
、

全
国
の
安
定
所
に
三
万
人
が
就
職
を

申
込
ん
で
い
ま
す
。
労
働
省
は
約
七

十
億
円
で
、
①
重
度
障
害
者
五
人
以

上
雇
用
事
業
主
に
一
億
円
以
内
の
施

設
助
成
金
を
だ
す
、
②
重
度
障
害
者

厚生省ロビーの決起集会に集った全思連、全難連の各団体代表

（
約
一
万
人
）
等
（
四
十
五
歳
以
上
）

雇
用
し
た
事
業
主
に
年
間
百
二
十
万

円
を
二
年
限
り
で
助
成
金
を
出
す
と

い
う
も
の
で
す
。

　

職
業
病
患
者
の
労
災
保
険
の
改
正

を
見
送
り
こ
し
、
補
償
額
は
据
置
か

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
職
業
病
対
策
で
は
、
①
認

定
治
療
体
制
の
整
備
と
し
て
、
労
災

病
院
（
新
潟
・
鹿
島
を
増
）
、
委
託

病
棟
（
神
戸
に
増
）
、
健
診
セ
ン
タ

ー
ニ
カ
所
増
と
す
る
。
②
葬
祭
料

の
定
額
部
分
十
五
万
円
を
十
六
万

五
千
円
に
す
る
、
③
職
業
病
研
究
セ

ン
タ
ー
設
置
構
想
の
推
進
、
④
せ
き

損
セ
ン
タ
ー
開
設
な
ど
、
⑤
遺
族
年

金
受
信
者
で
働
く
人
（
日
額
六
千
円

以
内
の
人
）
に
保
育
料
三
千
五
百
円

支
租
す
る
、
⑥
介
護
料
を
最
高
三
万
円

に
す
る
、
⑦
実
態
調
査
の
実
施
で
す
。

値
上
げ
・
増
税
・
防
衛
費
の
増
額

　

公
共
料
金
の
値
上
げ

　

ｍ
国
鉄
運
賃
を
五
月
二
十
日
か
ら

平
均
八
％
値
上
げ
、
②
消
費
者
米
価

二
月
か
ら
四
・
二
％
値
上
げ
、
③
た

ば
こ
五
月
か
ら
平
均
二
〇
％
値
上
げ

④
入
学
金
・
大
学
は
六
万
円
を
八
万

円
に
、
高
校
一
万
二
千
円
を
一
万
六

千
円
に
値
上
げ
し
ま
す
。

　

増
税

　

①
ガ
ソ
リ
ン
税
二
四
・
九
％
増
税

②
自
動
車
税
一
〇
％
増
税
、
③
所
得

減
税
見
送
り
に
よ
る
実
質
増
税
、
④

一
般
消
翼
税
を
五
十
五
年
度
よ
り
新

設
な
ど
大
幅
な
増
税
に
な
り
ま
す
。

　

防
衛
費
二
兆
円
台
に

　

防
衛
費
総
順
二
兆
一
千
億
円

で
、
①
在
日
米
軍
の
経
費
負
担
二
百

八
億
円
、
②
Ｅ
２
Ｃ
機
三
百
四
十
三

億
円
（
五
四
年
分
十
一
億
五
千
万
円
）

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

究
体
制
の
再
編
成
を
つ
づ
け
る
事
と
な
ど
で
し
た

し
、
ぷ
対
策
費
千
六
百
五
十
万
円

　

（
前
年
比
十
五
万
円
増
）
を
計
上
し
、

②
調
査
費
一
三
億
二
千
三
百
万
円

　

（
前
年
比
一
億
六
千
九
百
万
円
増
）

で
四
三
研
究
班
に
配
分
す
る
、
③
治

療
研
究
費
（
二
〇
疾
患
を
二
Ｉ
疾
患

に
ふ
や
す
）
は
二
〇
億
二
千
七
百
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患
対
策

で
は
、
①
悪
性
新
生
物
思
者
の
通
院

治
寮
費
を
公
費
で
負
担
す
る
、
②
ぜ

ん
そ
く
思
者
の
治
療
研
究
費
（
公
費
）

を
十
八
歳
未
満
を
二
十
歳
に
延
長
す

る
事
を
加
え
て
、
母
子
医
療
対
策
費

を
五
三
億
二
千
万
（
前
年
五
〇
億
八

百
万
円
）
を
計
上
し
ま
し
た
。

救
急
・
へ
き
地

　

救
急
医
療
・
①
休
日
夜
間
急
患
セ

ン
タ
ー
を
三
八
八
ヵ
所
か
ら
四
〇
七

ヵ
所
に
す
る
、
②
休
日
歯
科
診
療
所

を
三
五
ヵ
所
か
ら
四
一
ヵ
所
に
す
る

③
救
急
二
次
病
院
を
一
六
六
か
ら
二

五
〇
に
す
る
、
④
救
命
救
急
セ
ン
タ

ー
を
三
九
ヵ
所
か
ら
四
八
ヵ
所
に
す

る
。

　

へ
き
地
医
療
①
中
核
病
院
を
六

〇
ヵ
所
か
ら
七
七
ヵ
所
に
す
る
、
②

保
健
婦
の
配
置
は
四
〇
ヵ
所
か
ら
五

〇
ヵ
所
に
す
る
、
③
へ
き
地
診
療
所

　

（
八
一
一
ヵ
所
）
の
機
能
を
強
め
る

成
人
病
対
策

　

成
人
病
対
策
費
は
一
八
億
七
千
六

百
万
円
（
前
年
比
一
億
八
千
万
円
）

で
、
①
第
四
次
悪
性
新
生
物
実
態
調

査
費
を
一
千
万
円
余
計
上
し
、
十
二

県
を
対
象
に
し
て
い
る
、
②
循
環
器

疾
患
の
予
防
対
策
費
六
億
二
千
五
百

万
円
計
上
し
、
一
次
検
診
二
百
十
七

万
人
分
・
二
次
検
診
十
七
万
人
分
と

し
て
い
る
、
③
が
ん
検
診
車
（
胃
が

ん
五
台
、
子
宮
が
ん
六
台
）
の
整
備

贅
と
し
て
四
千
万
円
な
ど
を
計
上
し

て
い
る
。

年

　
　

金

　

年
金
制
度
で
は
、
①
物
価
ス
ラ
イ

ド
四
％
に
よ
る
年
金
額
の
引
上
げ
、

②
厚
生
年
金
と
船
員
保
険
の
在
職
老

齢
年
金
の
支
給
制
限
で
あ
る
上
限
を

十
四
万
二
千
円
に
六
月
か
ら
緩
和
す

る
、
③
遺
族
年
金
の
寡
婦
加
算
額
を

六
月
か
ら
各
千
円
づ
つ
引
上
げ
る
、

④
福
祉
年
金
は
八
月
か
ら
、
老
齢
は

一
万
八
千
円
、
障
害
は
一
級
二
万
七

千
円
、
二
級
一
万
八
千
円
、
母
子
準

母
子
は
二
万
三
千
四
百
円
に
引
上
げ

る
、
⑤
所
得
制
限
は
八
月
か
ら
本
人

　

（
夫
婦
）
二
〇
八
万
円
に
し
、
扶
養

義
務
者
は
八
七
六
万
円
据
置
で
す
。
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祝賀会に出席された左から北､田辺､杉山､長さんです

「
患
者
運
動
」
の
出
版

祝
賀
会
東
京
で
盛
大
に
開
催

　

好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

「
患
者
運
動
」
の
出
版
を
祝
し
、
八

〇
年
代
の
思
者
運
動
を
語
る
集
い
」

が
一
月
二
十
八
日
、
東
京
の
私
単
会

館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
集
い
は
、
全
悪
連
と
全
難
連

が
合
同
で
主
催
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
当
初
の
目
標
七
十
名
を
こ
え
、
七

十
六
名
の
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

［
患
者
運
動
］
の
著
者
で
あ
る
長

宏
さ
ん
と
奥
さ
ん
の
児
島
美
都
子
先

生
（
日
本
福
祉
大
教
授
）
の
お
二
人

を
主
賓
に
し
て
、
各
界
か
ら
多
数
の

学
者
、
研
究
者
の
諸
先
生
、
厚
生
省
、

総
評
、
労
働
組
合
、
医
療
関
係
団
体

な
ど
か
ら
お
祝
い
と
激
励
の
こ
と
は

か
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
さ
ん
は
「
川
上
先
生
に
云
わ
れ

て
『
患
者
運
動
』
を
ま
と
め
る
気
に

な
っ
た
。
今
後
も
患
者
運
動
を
つ
づ

け
る
」
と
の
決
恵
を
発
表
さ
れ
一
時

思
者
運
動
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
月
七
日
、
「
患
者
白
書
の
作
成

委
員
会
」
の
第
一
回
会
議
が
開
か
れ

ま
し
た
。
全
患
連
の
大
会
で
決
議
さ

患
者
白
書

一
次
案

れ
た
「
思
者
白
書
」
の
作
成
委
員
会
序
章
①
白
書
作
成
の
目
的
、
②
患

が
本
格
的
に
動
き
だ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
白
書
作
成
に
つ
い
て
の
目
的

は
、
①
患
者
や
家
族
の
治
療
と
生
活

に
役
立
つ
も
の
と
す
る
、
②
患
者
運

動
の
共
通
し
て
い
る
要
求
や
共
同
運

動
に
役
立
つ
も
の
に
す
る
、
③
医
療

研
究
者
や
医
療
従
事
者
に
も
広
ろ
く

役
に
た
つ
も
の
と
し
て
、
治
療
の
到

患者白書案

　

意見を

　

お寄せ

　

下さい

達
点
と
そ
の
問
題
点
を
明
う
か
に
す

る
、
な
ど
を
検
討
中
で
す
。

　

と
く
に
、
治
療
で
一
番
困
っ
て
い

る
専
門
病
院
の
所
在
を
書
く
と
か
、

生
活
上
こ
ま
っ
て
い
る
面
で
、
役
立

つ
諸
制
度
を
の
せ
る
と
か
、
と
に
か

く
、
患
者
さ
ん
や
家
族
の
皆
さ
ん
の

悩
み
に
こ
た
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と

検
討
を
か
さ
ね
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
問
題
別
に
権
威
を
も
つ

第
一
人
者
に
監
修
し
て
い
た
だ
き
、

立
派
な
白
嗇
を
作
り
ま
す
。

　
　

者
の
定
義
、
③
医
療
危
機
の
構

　
　

造
分
析

第
一
章
患
者
の
実
態
（
①
国
民
健

　
　

康
調
査
、
②
患
煮
調
査
、
③
労

　
　

働
省
の
『
健
康
調
査
「
文
部

　
　

省
の
「
体
力
調
査
」
な
ど
）

　
　
　

在
院
日
数
、
出
産
と
死
亡
、

　
　

人
口
の
動
態
、
病
気
と
死
亡
の

　
　

関
係
（
死
亡
の
原
因
）
、
職
種

　
　

別
の
死
亡
率

第
二
章
医
療
の
供
給
体
制
（
①
病

　
　

院
、
診
療
所
、
保
健
所
、
あ
フ

　
　

タ
ー
ケ
ア
施
設
、
②
従
事
者
、

　
　

③
研
究
機
関
、
④
大
学
病
院
と

　
　

そ
の
機
能

第
三
章
医
療
賓
（
①
医
寮
費
か
ら

　
　

み
た
患
者
区
分
、
②
公
費
医
療

　
　

の
推
移
と
認
定
患
者
、
③
医
療

　
　

費
と
国
の
予
算

第
四
章
患
者
運
動
（
①
患
者
団
体

　
　

の
発
生
と
そ
の
沿
革
、
②
思
者

　
　

団
体
の
要
求
と
医
療
政
策
上
の

　
　

改
善
点
、
③
政
党
の
政
策
、
④

　
　

思
者
の
実
態
調
査

第
五
章
統
計
（
外
国
と
日
本
の
統

　
　

計
の
対
比
）

第
六
章
①
思
者
運
動
の
必
然
性
、

　
　

②
患
者
運
動
の
成
果
、
思
者
運

　
　

動
の
社
会
的
意
義
（
以
上
）
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医
療
や
生
活
・
福
祉
を
よ
く
す
る

日
本
医
療
社
会
事
業
協
会

　

日
本
医
療
社
会
事
業
協
会
（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）
は
、
昭
和
二
十
八
年
創
立
し
て
以
来
、
全
国
各
地
で
愚
煮
障
害
者

参
八
な
ど
雲
篆
に
Ｕ
て
、
Ｅ
療
や
福
祉
を
サ
ー
ビ
ス
す
る
専
門
的
な
仕
事
を
し
、
ま
た
。
地
域
ご
と
に
医
療

と
福
祉
を
拡
大
充
実
さ
せ
る
た
め
の
運
動
を
し
て
い
る
団
体
で
ｙ
。
私
た
ち
患
者
や
家
族
に
と
っ
て
身
近
に
援

助
を
求
め
て
い
る
専
門
職
の
一
つ
で
す
。
事
務
局
長
の
大
野
勇
夫
さ
ん
を
尋
ね
て
い
ろ
い
ろ
と
聞
孝
ま
し
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

　

読
者
の
皆
さ
ん
は
、
病
気
に
な
っ

た
時
、
ど
ん
な
事
に
困
り
何
が
一
番

不
安
で
し
た
か
？
。

　

ど
ん
な
病
気
だ
ろ
う
か
、
な
に
が

原
因
だ
ろ
う
か
、
早
く
お
医
者
さ
ん

に
み
て
も
ら
わ
な
け
り
ゃ
Ｉ
、
入
院

は
ど
の
く
ら
い
か
か
る
だ
ろ
・
フ
か
、

と
次
か
ら
次
え
不
安
が
い
く
つ
も
で

て
き
ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
会
社

を
休
み
、
商
売
を
休
む
と
家
族
の
生

活
は
で
き
な
く
な
る
、
病
院
へ
の
支

払
い
は
ど
の
位
の
額
だ
ろ
う
か
な
ど

医
療
と
生
活
に
つ
い
て
、
山
ほ
ど
Ｉ

度
に
解
決
を
せ
ま
ら
れ
る
事
に
な
り

ま
す
。

　

私
達
患
者
は
、
病
気
を
洽
す
こ
と

と
同
時
に
、
家
族
も
ふ
く
め
た
生
活

全
般
に
つ
い
て
、
大
き
な
転
換
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
訳
で
す
が
、
大
病
を

す
れ
ば
個
人
や
家
族
の
力
で
は
ど
う

す
る
事
も
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

病
気
を
治
し
生
活
を
守
る
た
め
の

社
会
保
障
が
あ
り
、
社
会
福
祉
が
必

要
と
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
も
、
私
達
の
身
近
い
と
こ
ろ

で
医
療
や
福
祉
制
度
の
つ
か
い
方
を

知
ら
せ
、
専
門
的
に
援
助
を
す
る
人

達
が
い
て
は
じ
め
て
諸
制
度
も
役
に

立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

Ｍ
Ｓ
Ｗ
と
は
、
医
療
ソ
ー
シ
″
ル

１
族
に
と
っ
て
、
ど
ん
な
役
割
［
を
果

す
か
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
医
療
や
年
金
・
福
祉
な

ど
の
諸
制
度
の
活
用
を
一
人
ひ
と
り

に
サ
ー
ビ
ス
す
る
。
二
つ
め
は
、
精

神
的
な
援
助
を
す
る
、
三
つ
め
は
患

者
さ
ん
の
伸
間
づ
く
り
を
す
る
、
四

つ
め
は
、
社
会
保
障
・
福
祉
の
拡
充

運
動
を
す
る
…
…
医
療
社
会
問
題
に

つ
い
て
の
専
門
職
で
す
。
福
祉
事
務

所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と
は
違
っ
た

職
種
で
す
。

　

外
国
で
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
は
制
度
化
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
日
本
で
は
制
度

代
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
全
国
各

地
に
全
部
の
病
院
に
Ｍ
Ｓ
Ｗ
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ほ
ん
の
一
部
の

病
院
に
い
る
だ
け
で
す
か
ら
、
私
達

に
は
な
じ
み
が
う
Ｔ
い
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

早
く
制
度
化
さ
れ
れ
ば
よ
い
と
思

い
ま
す
。

こ
ん
な
運
動
を
し
て
い
る

　

一
月
二
十
八
日
、
埼
玉
県
所
沢
市

で
は
、
「
在
宅
患
者
と
家
族
を
結
ぶ

会
」
が
起
生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
会
の
運
動
は
、
①
ね
た
き
り

思
者
の
歯
科
治
療
の
実
現
、
②
浴
槽

車
二
台
で
月
三
回
の
入
浴
の
実
現
、

③
介
護
手
当
の
助
成
、
④
ふ
と
ん
乾

燥
車
の
巡
回
、
⑤
一
時
入
院
先
の

確
保
な
ど
で
す
。
こ
の
会
を
つ
く
る

た
め
に
、
柳
沢
礼
子
さ
ん
（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）

が
中
心
に
な
り
ま
し
た
。

　

仙
台
で
は
、
「
植
物
人
間
」
に
な

っ
た
患
者
さ
ん
に
対
す
る
県
か
ら
の

付
添
の
助
成
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
宮
城

県
支
部
の
運
動
に
よ
っ
て
実
現
し
た

も
の
で
す
。

　

支
部
会
長
さ
ん
蓮
は
医
師
を
説
得

し
、
「
植
物
人
間
」
を
か
か
え
昼
夜

と
な
く
添
う
家
族
の
困
っ
た
実
態
、

各
病
院
の
悩
み
を
県
議
会
に
請
願
し

て
助
成
を
み
の
ら
せ
ま
し
た
。

　

十
一
月

　
　
　
　
　
　
　

▲
二
十
九
日
国
立
病
院
・
療

　

▲
二
十
一
日
中
央
労
福
協
は
養
所
問
題
懇
談
会
当
面
措
置
を

健
保
改
悪
反
対
・
年
金
ス
ラ
イ
ド
協
議
し
、
看
護
婦
の
定
員
増
を
柱

で
厚
相
に
申
し
入
れ
た

　
　
　

に
予
算
要
求
。

　

▲
二
十
四
日
雇
用
問
題
閣
僚

　

十
二
月

懇
談
会
雇
用
問
題
で
当
面
対
策

　

▲
一
日
小
沢
厚
相
老
人
医

の
四
項
目
を
確
認
し
た
。

　
　

療
の
新
案
を
発
表
。
①
六
十
五
歳

　

▲
二
十
四
日
雇
用
政
策
調
査
か
ら
療
養
給
付
、
②
費
用
は
（
国

研
究
会
中
間
報
告
を
発
表
。
六
四
五
％
自
治
体
十
％
、
住
民
三
十

萬

・
μ
・
・
…
。
な
・
‘
・
ｊ
…
…
ヽ
ヽ
・
’
・
’
ａ

．
’

ｌ
一
φ
・
一
・
●
Ｉ
一
φ
ａ
あ
ａ
●
Ｉ
一
一
一
一
一
●
●
ゆ
参
●
・
●
″
―

○
年
に
は
完
全
失
業
一
〇
〇
万
人

に
お
さ
え
る
と
云
う
も
の
。

　

▲
二
十
八
日
厚
生
省
五
十

二
年
十
二
月
末
の
医
師
数
（
十
三

万
八
千
三
百
十
六
人
）
と
発
表
。

　

▲
二
十
九
日
全
国
知
事
会
、

国
保
中
央
会
な
ど
十
四
団
体
五

十
四
年
度
中
に
老
齢
者
医
療
保
障

１

　

▲
五
日
厚
生
省
五
＝
栄
の

差
額
徴
収
調
査
を
発
表
。

　

▲
五
日
く
ら
し
と
福
祉
の
危

機
を
打
開
す
る
予
算
要
求
国
民
大

集
会
九
段
会
館
で
大
集
会
を
開

催
し
、
政
府
各
省
に
申
入
れ
た
。

　

▲
六
日
年
金
構
想
懇
婦
人

の
年
金
権
保
障
を
協
議
し
、
意
見

は
二
分
さ
れ
、
厚
生
省
は
、
任
意

加
入
か
強
制
加
入
か
を
検
討
す
る

　

▲
八
日
高
退
連
定
年
退
職

者
の
年
金
生
活
実
態
を
調
査
。
年

金
十
二
万
円
で
生
活
し
て
い
る
こ

と
を
発
表
し
た
。

　

▲
九
日
全
国
肢
体
障
｀
暑
全

国
連
絡
協
議
会
の
結
成
総
会
が
オ

リ
ン
ピ
ｙ
ク
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ

れ
た
。

　

▲
十
日
障
全
協
全
国
集
会

は
盛
大
な
内
容
で
開
き
、
国
会
請

願
、
各
省
交
渉
を
行
っ
た
。
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（
問
）
大
変
お
手
数
を
お
か

け
し
ま
す
。
私
は
ベ
ー
チ
；
卜

病
患
者
で
視
力
障
害
者
で
も
あ
り

事
７
．
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い

ま
し
た
が
四
十
六

年
一
月
十
日
で
退

職
し
、
現
在
家
族

と
塗
装
業
を
し
て

い
ま
す
。
家
族
全

部
国
民
年
金
を
払

っ
た
事
か
あ
り
ま

せ
ん
が
、
障
害
年

金
を
も
ら
う
道
が

あ
り
ま
す
か
。
お

尋
ね
い
た
し
ま

す
。

が
で
て
、
東
邦
大
病
院
で
治
療
を

は
じ
め
、
五
十
二
年
に
は
視
力
が

お
と
ろ
え
障
害
手
帳
二
級
の
交
付

を
う
け
て
い
ま
す
。

日
を
四
十
五
年
月
日
（
診
察

日
）
と
し
、
認
定
日
は
三
年
（
旧

法
扱
い
）
目
の
四
十
五
年
月

日
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

し
か
し
、
す
で

私
は

ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病

　

な
お
、
病
気
の
経
過
は
、
四
十

五
年
頃
ベ
ー
チ
エ
。
ト
病
の
一
症

状
で
あ
る
下
肢
の
血
栓
性
静
服
炎

障
害
年
金
は

受
け
れ
る
か

　

（
答
）
あ
な
た
の
場
合
は
厚

生
年
金
に
加
入
し
て
い
ま
し
た
か

ら
、
そ
の
障
害
年
金
を
申
請
さ
れ

た
方
か
よ
い
と
思
い
ま
す
。
初
診

に
申
請
期
間
の
五

年
を
超
過
し
て
い

ま
す
の
で
、
「
時

効
援
用
」
の
手
つ

づ
き
も
合
せ
て
し

て
下
さ
い
。

　

そ
う
７
れ
ぱ
、

あ
な
た
は
、
ベ
ー

チ
で
ト
病
と
視

力
障
害
（
身
障
二

級
）
で
す
か
ら
、
障
害
年
金
に
該

当
し
ま
す
。
た
だ
し
、
時
効
援
用

の
烏
合
は
、
最
高
血
圧
分
の
年
金

を
受
け
る
嘔
が
出
来
ま
す
。

ヽ･◆●●ヽ.･＼＼>.＼＼'χχ‘,ｙヽ■^^^＼^＼＼^'^^■≒ヽ●●今･ゝ八XχχNχいに･いヽ~●●◆･ヽ≒卜八χＭＵ≒に･●φ・ゝ･ti
v≫＼＼＼＼＼≫-.

ヽ･●●・●ゝISi卜X卜χ心い･

訂
正

と

お
詫
び

　

本
号
は
、
政
府
予
算
案
の
調
査
と

か
い
く
つ
か
の
会
議
が
重
な
っ
た
た

め
に
発
行
が
少
し
お
く
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

　

本
誌
三
十
八
号
、
六
ぺ
Ｌ
ン
、
心

友
会
が
誕
生
の
記
事
に
つ
い
て
、
不

正
確
な
部
分
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

次
の
よ
う
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

見
出
し
の
７
心
友
会
が
誕
生
」
を

　

「
心
友
会
に
改
名
」
と
し
、
記
事
中

　

「
大
人
の
心
臓
病
患
者
を
会
に
う
け

い
れ
る
か
ど
う
か
で
討
論
さ
れ
」
を

削
除
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１冊

　

1,500円（送料別200円）

注文先

　

〒180－04清瀬市松山2 －13－12　全国患者団体連絡協議会

全国患者団体連絡協議会加盟組織

《互療会》

〒105港区西新橋3-15-10,原色版印刷内

　　　

≪0 3 (433) 164 1

《全国交通労働災害対策協議会》

〒171豊島区西池袋】－４－５

　　　

≪0 3 (982) 7 3 6 1

く全|

〒161新宿区ト落介3－15－29田沼ビル（第コ

　　　

≪0 3 t952) 5340

〈全国心臓病の子供を守る会〉

〒101丁･代川区呻EH北乗物町17北乗ビル

　　　

≪I) 3 (256) 8 4 2 4

《全国ハンセン氏病患者協議会》

〒189東村山巾青葉町4－1－10

　　　

≪0423剛) 1 571

（全国職業性有害初障害思者協議会〉

〒171樫扁区丙池袋3－17－18酬宮荘８帰

　　　

≪0 3 (986) 59 38

〈日本患者同盟》

〒180-04清瀬市松山2－13－12

　　　

･0'124 (91) 0058

〈慢性一霞化炭素中毒患者会〉

〒151渋谷区千駄ヶ谷1－31－5代々木詞院内

　　　

･0493 (24) 1 2 93後藤宛
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